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助
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證
汄
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>
井
へ
浦
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.市
右
衛
門
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藤
右
衞
門
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杉
木
に
關

-K,

る
一
例
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「

賣
渡
护
杉
木
之
事. 

■

1

杉

立

木

暨

本
'

.
 

' 

,

?

、

:

代
金
壹
歩
成
朱
也
> 

:

-
:.
.
' 
■

- 

右
之
.杉
木
文
政
五
午
雜
月
貴
慠
へ
賣
渡㈧
元
私
所
持山

之
中

-•
有
之
所 

邦
節
ハ
：心
當
テ
有
之
右
杉
木
除
置
外
へ
共
此
節
金
子
入
用
之
儀
有
之
此 

.度
貴
殿
へ
寶
渡
代
金
！|，
請
^

_
所
實
正
也
ぺ
後
略)
.

■ 

.
,

:.

:

.本

人

，.林
浦
高
.町

■

:

'文
政
七
年
' 

惣
右
衞
P1
⑩

IH
十
月 

請
人
林
浦
濱 

、
 

惣

七

©

土
井
宗
藏
殿」

丨 

(

曲
十
！)

現
花
、
こ
の
地
方
に
於
け
る
ス
ギ
の
適
芷
伐
期
齡
は
、
槪 

.

.
，
ね

、

.四 

一■

〜

四
.五
：年
'と
さ
れ
て
々
る
が
、

(

參
議
院
農
林
專
門
委
員 

.:

.

室
縞
•
全
國
淼
林
畲
發
行+
第
十
國
會
に
.お
け
务
森
林
法> 
同
施
行 

法
•
雜
讅
资
料
•
七
六
瓦
參
照)

山
林
順
撕
に
ょ
れ
ば
こ
れ
ょ
リ
も 

.

.

.
や
や
，長
く
、
. 

_
五
〇〜

六
0
年
と
考
へ
ら
れ
る0 

(

註
十
二)

こ
こ
に
い
ふ
中
木
と
ば
、.

I

31
•

〜

ニ
五
牢
程
度
の
立
木
を

九 0

 

-

(

九
0

)

.

.

想
足
し
た
。
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-

、、.
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.(

驻
十
三)

と
'のI

例
と
し
て
、
：

'

ゝ「

賣
渡
牟
杉
檜
之
事

場
所
矢
川
長
尾
之
高.

' 

:

1.

杉
檜
山
ノ
.壹
ヶ
.所
'
但
シ
伐
蹄
植
場
所
と
も 

'

:

北
ハ
阿
ら
山
限
リ 

境m

 

.上
ハ
向
ら
山
限
リ
、

.
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西
南
ハ
阿
ら
山
限9
'

.. 

.下
ハ
貴
殿
山
限
U
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，
代

金

を
^

匁 

右
之
山
邡
所
持
之.所
，金
子
要
用
之
儀
有
之
此
度
貴
殿
へ
賣
渡
し
へ
後
略)
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人
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井
村
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左

衛

門
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人

祠

麻

-
.
午

極

月
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'
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.
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證

人

同

所
長

‘

吉

©

土
井
宗
藏
殿」 

• 

.

(
註
十
四)

前
節
.の
：取
得
件
齔
表
に
於
け
る.註
記
を
參
照
。

. 
(

未
完)

書

評

*'
,

"

ク
ラ
ィ
ン「

計

®

經

濟

學

概

論」

, 
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r.

* 
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. 

鈴

木

諫
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ぼ
：
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'
：
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こ
こ
に
紹
介
し
よ
ぅ
と
す
る
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a
w
r
e
n
c
e
,

 

n
.
w
l
e
i
n
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"book o
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r
k
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pp. 
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■'
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は
、
先
に
著
わ
さ
れ
た
同
一
著
者
に
よ
る

E
s
n
o
m
i
c

 Fluctuations.

in t
h
e

 

u
n
i
t
e

CL-
w
t
a
t
e
s
,

 

1921

丨1941, 

1950 

の
補
完
的
著
作
と 

、

, :
•

, 

も
ぶ
ら
れ
、
前
者
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
程
度
の
統
計
技
術
の
意
味
の
解 

:: 

說
が
の
目
的
と
見
ら
れ
る
。
本
書
の
表
題
は
、

一
見
し
て
現
代
の
計 

t 

I 

, 

通
經
濟
學
の
水
準
を
！ボ
す
如
く
に
見
え
る
が
、
内
容
は
、
テ
ィ
ン
ト
ナ
ー 

j'

、
 

•の「.
H

コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス

」

に
類
似
の
も
の
で
次
の
七
章
か
ら
成
っ
て 

0

、
 

、
い
る
。
第
一
章「

訢
®
經
濟
學
的
接
缸」

、

第
二
章
統
計
的
基
礎
理
論
、 

V 

. 

第
三
章「

總
計
し
た
模
型」

のe
s
t
i
m
a
t
i
o
n

第
四
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o
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第
六
章 

で
/ 

' 

計
量
經
濟
學
の
適
用
、
第
七
章
計
量
經
濟
學
の
特
殊
問
題
、
以
上
の
外
に 

‘ 

附
錄
と
し
て
、
行
列
及
び
行
列
式
の
解
説
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
，藉
港
は

‘フ 

.

,

ク
ラ
イ
ン「

評
最
M
濟
學
概
論」 

’ 

•

.

.

「

最
近
十
年
間
に
.

お

け

る

計

量

經

羣
..の
發
展
は
頗
る
目
覺
し
い
も
の
が
，
 

■

あ
る
に
も
掏
ら
ず
、
そ
の
技
術
を
解
說
し
た
適
當
な
敎
科
書
の
缺
除
を
痛
. 

感
し
て
I

I

を
著
し
た」

，
と

序

文

で

述

，ベ

て

い

る

。
第
—*

章
は
第
一
節
. 

「

計
最
經
濟
學
の
意
味

J
、
：

第『

一
節
.「

計
量
經
濟
，學
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る 

命
題
の
源
衆」

、
第

三

節

a
u

t
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r
e

l
a

t
i

o
n

の
概
念
と
分
れ
て 

い
.
る
。
計
量
經
濟
學
は
.

數
學
的
な
理
論
構
成
を
と
る
が
、
'敷
理
經
濟
學
と 

全
く
同
一
の
も
の
で
は
な
い
.。
そ
の
基
礎
理
論
の
か
な
り
大
き
い
部
分
は 

、袖
象
的
一
般
理
論
の
上
に
組
立

V

ら
れ
、
そ
め
結
果
は
種
，々
.

の
具
體
的
問 

題
に
、適
用
さ
れ
る
。
そ
の
經
驗
的
な
應
用
方
法
が
ま
さ
に
で
問
題
と 

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
數
理
經
濟
學
に
お
い
て
は
人
間
行
爲
の

p
a

t
t

e
r

n

 

の
關
係
が
正
確
に
充
さ
れ
る
が
、
計
跫
經
濟
學
に
.お
い
て
は
そ
の
關
係
か 

ら
：の
不
规
則
な
偏
倚
が
問
題
と
な
る
。
計
量
經
濟
學
は
®

値
を
と
り
扱 

.，ぅ
の
.
で
あ
る
か
ら
、
そ
.の
敍
述
は
過
去
に
關
す
る
も
の

で
、
將

來

に

お

.
け 

る
經
濟
的
行
爲
を
知
る
こ
上
は
で
き
な
い
"

只

、
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わ

れ

わ

れ
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歷
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史
が
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將
來
に
お
け
る
未
知
の
領
域
を
で
き
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だ
け
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確
に
記
述
し
よ
ぅ 

と
努
力
す
る
.
の
で
あ
る
。
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例
へ
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產
量
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の
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c
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と
、
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論
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に
は
、
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=
/
o
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cs,
c
o
…
…
(
1
)

と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
計 

致
的
に
は
不
規
則
變
動
狄
を
考
慮
し
て
、

クd
i

y
…

：
0

と 

表
わ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。0;
れ
c
fz
は

裏

に
^
^
可
能
の
値
で
あ
る
が
、
 

れ
は
^
^
に̂
觀
測
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
ス
ル

ー

ツ
キ
イ
の
基
本.方
程
式
.

で
も
_
論
的
に
は
：̂

と
表
わ
'
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食

雜

誌

第

四

十

七

，卷

第

一

號

'

す
こ
と
が
で
き
る
が
、

」

計
贵
經
濟
學
考
が
需
耍
.函
數
を
測
宠
す
る
場
合
に 

.
は
、
必
ら
ず
觀
測
誤
差
を
含
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
實
驗
式
と
し
て
は
、 

.辦

！

^

"

雜

+

ぉ
_

十
1

法)

，
と读ゎす方がょぃの

で
あ
る
。

ク
ラ
イ
ゾ
は
こ
こ
で
瑰
論
式
と
！
！̂

式
の
例
と
し
て
'カ
レ
ッ
キ 

I
の

「

.エ
コ
ノ
メ
ト
リ
カ」
鼢
上
の
論
文
^

證

投

資

菡

數

の

例

等

を

へ 

擧

げ

て

い

る

。
次

に
問
題
と
な
る
こ
と
は
、

^
の
處
理
法
で
あ
り
、、
‘こ

.>
-
1 

で
確
帮
論
的
取
扱
い
が
導
入
さ
れ
る
ー(
第

ニ

章

ウ

.°
A

事
象
の
.起
る

■

率 

を

x

>)

と
す
れ
ば
、
メ

赞

の

行

爲

に

ょ

り

<
が

起

る

と

き

-

1

1

,

A
 

' 

，
が

起

ら

な

い

と

き

、y
=
=
oと
.お
.け
ば
、.l

i
m
-
^
-
M
.

芝

H
W(

A)

と

な

る

.0
,
.

■ 

こ
こ
で
多
變
歡
の
函
數
に
つ
い
て
の
確
®

|

的

說

明

が

與

え

ら

れ

る

。

こ 

れ
を
統
計
的
^

^
法
に
適
用
す
る
た
め
に

R
i
a
x
i
m
m
n

 

_

l
i
k

'ol
i
h
o
b
d

 

M
e
t
h
o
d

 

が
用
い
ら
れ
る
。
.pl

i

 
日
.

/
^

1,
0
7
2
'
…

J

a

;

t

=

>
と
^
ぅ

函 

丨
數
が
あ
つ
て
、

こ

の

中

か

ら

-一
組
の
サ
ム
。フ

ル

觀

測

値

阶

a;
2
:

:

.a-
,
を

得

：

'
た
と
き
、

こ

れ

罾

の

觀

測

値

に

つ

い

て

の

j
o
i
& 

d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n

は

82,
.

.
” 

^

:

で興え

ら

れ

る

。

統
計
^

方
法
.；

と
し
て
は
L
が

最

大

に

な

る

樣

に
"
を
定
め
る
こ
と
が
^

®
と
.な
る
の
で 

ぁ

る

。

第

三

章

で

は

A
g
g
r
e
g
a
t
i
o
n

の
問
題
が
と
り
抜
わ
れ
る
。

こ

れ

は

- 

「

ヶ

イ

y
ズ

革

命」

や

「

合
衆
‘國

に

お

け

る

最

氣

變

動」

以
來
の
テ
ー
マ
.

で
■あ
る
が
、
瓦
現
的
變
量
を
微
現
的
變
量
の
總
計
と
し
.て
取
扱
ぅ
態
度
に 

は
_

り
が
な
い
。
|

指
數
と
數
设
指
數
に
關
し
て
の
說
明
が
こ
こ
で
與 

•え
ら
れ
て
い
：る
。
總
計
し
た
模
型
の
例
と
.し

て「

合
衆
國
に
お
け
る
經
濟

.

.

九 
ニ 

<

 

九
ニ 

)

變
動」

中

の

s
i
m
p
l
e

 

t
h
r
e
e
-
e
q
a
t
i
o
n

 

m
o
d
e
l

が
舉
げ
ら
れ
、

こ
れ 

，
に
對
す
る
統
計
的
取
极

'い
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
■

:

，

.
'

..'
s
i
m
p
l
e

 

m
o
d
e
l

中
の
投
資
函
歡
に
つ
い
て
考
え
て
見
る
。

 ̂

n
 
^

0 

+
 

1

.
 ̂

+
 

+
 

S
-
.

.

.

.

.‘
.
(
5

)
.
.
.
.

V

I

.に
‘お
い
：て
I
は
授
資
'

笨

は

賛

农

焉

卩

は

企

業

利

潤

で

ぁ

る

。

不
規
則

■
變

動

U
の
平
均
値
を
零
と
假
定
し
、
.
れ
が
3£
常

分
布
を
す
る
も
の
と
考
え

:

る
。

I

の確
！
：

分
布

に

關

し

て

こ

れ

を

述

べ

、

狄
の
標
维
偏
差
を
び
と
す 

l-
t

:
(

7
t

r
l

〔
-
i
i
x

〒

な

。
！

,
で
與
え
ら
れ
る
0
(6
)

式
を
變
形
し
て

:

=

I

T

^

o

^

^

W

L
^ .
^

l

-

^

^

-

M

o

u

l

^

l

^

^

-

l

l

^

^

)

”

と
お
き
.、
.

ひ
ヴ
に
關
す
る
1,
.の
偏
微
分
商
を
零
と
お
く
。

ぴ
に■ 

關
す
る
乙
の
偏
微
分
商
を
零
と
お
い
た
式
か
ら
：

を

得

る

。
他
の
三
.式
は 

J

^

i

n

n

~

^

T

'

M

^
A -
'

l

^

l

^

^

-

l

—

^

K

^

s

s

o

.-1̂
1.=:—

^
l
M

(

I、l
?>
l
xo
i
F
i
{
.
.
l
l

xc
)
2
w
w
p
、-
l
H
0 

> 

(7)
^

-

M

p丨
/
5
。
|3>
^

-

1

|如
2
«
、

)

！
^
 "0

.

と
な
る
。S

の
三
式
か
ら
1

^
を
求
ざ
.て
(6
)
式

：と
速
立
さ
せ
れ
ぱ
通
常
の

...
•— -  ■

多
一
兀
相
關
の
場
合
の
最
小2
3
!领
法
と
同
ー
の
結
果
を
得
今
し
か
し
：こ
れ
：
 

.は
#
期
間
の
^
の
間
に
自
己
相
關
が
無
い
と
假
定
し
た
場
合
の
こ
と
で
あ 

づ
て
、
こ
の
假
婼
を
撤
表L
た
場
合
：に
は
、
：

.
I
=XD
0
+xc
>
l
p
-
l
i
2
w

.
+
货
 

V 
.

■ v
r
=

zof
l
+
v
7

 

E

(

e
=
o 

.

.

.に
し
て
各
期
間
の
.の
の
間
に
亂
已
相
關
が
無
い
も
の
と
假
定
し
て
議
論
を 

.進
め
ざ
る
を
得
な
い
。
.
.と
の
場
合
V
.は
觀
測
値
か
ら
塵
に
求
め
ら
れ
る 

も
の
で
は
な
い
か
ら
、
祺
態
は
一
屑
複
难
に
な
る
。
.

:

-

の
を
觀
測
値
と
直
接
に
結
び
ヴ
け
る
た
め
忆
次
の
方
法
が
と
ら
れ
る
。

‘ 

卽
ち 

，

.

ハ

••
.

I

I
-c
c

>

I

-

l

=

t £
>

。ハl
l

i
3

)
+

p
〔

p
l

1
i

3
p

-
2
〕

十
/3
2

(
K

l
i

3
K

-
0
+

令

，：

f
i
1

 =

 p
-
1
i

xop-2 

k、h
w
it3
>
k
-
1

.
と
^
き
、
©

^

^

/■
ド
“
如
^

^

ユ̂

+

^

社̂.—
^

、
.
.

.
な
る
關
係
を
認
め
れ
ば
、
j
3
H
_

Aj.
-
-
Aと

な

る

.0

.

0

を
直
接
に
知
り
得
な
い
場
合
に
は
、

め
の
總
和
を
最
小
に
す
る
方
法
を 

と
る
。
.こ
の
場
合
.

M

S

H

M

9

 
丨

M

0
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=

M
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C

?

I
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M

S

U

M

a
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C

K

I
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，
M

U

=

M

(

P

7
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1
 l

a
-

l
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”

l
v
l
l
2
“
M(

p
?
l
l
>X
J
I
?
l
x
K

1

wi
w, ,M 22 =

 M
(
K
,

 —

0)

2 

M
、s
=
M
a
、

「

i
、
^,
^
,
=
M
a
、1

I、
w(

p デ
l
l
¥
f 

1)

等
と
お
け
ば
、
：
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.

.

£>

■ 

I

M、0
1r
.2
2I

M
rr
M

、0
2.
.-':
C D

: I
 m

、 11 m
、0

is—
m
、 12 m

、01 

5

g、n
M、2
2

—
(

客

、

12)2 
ゾ

？ '
M
、n
M

?rl(M/12)2

:"ー：
ぃ
：
ん
.ー.;'
,
,
;
ー
ぺ.

 ̂

y::z:,r

^'::

ぐ
..：：：.

一-:
へ

を
得
る
の
で
あ
る
。
，
こ
れ
は
從
來
不
規
則
變
動
間
に
自
己
相
關
が
存
在
し 

た
場
合
に
は
、
適
當
な
嵌
線
法
が
な
い
.と
さ
れ
た
主
張
を
破
つ
て
更
に
■一' 

步

を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。
H

に
、

u
"

w
-

l

十

另

十
V

な
る
關
係 

が
あ
る
場
合
に
も
、
計

算

法

は

複

雜

に

な

る

が

、
.原
理
的
に
は
計
算
可
能 

と
な
る 

0 
.

.

.

-

'

•

次

に

.s
Q

n

t

B
G
pcf
o-
e
'
の
問
題
が

と

り上
げ
ら
れ
る0 

c
"
.
a
o
+
R
l
Y
+
.

si
l
- 

■ 

'

.

.

. 

I

”

/

5

a

+

x o
l

F

+
T C
>

2

p

-

l

+
T C
»

3

^

+

s

2
 

.

'

5 0)

"
W

 

=
T
o十 

7
1
Y
+
^
5
.
.
.
.
.

C

十1
=
Y
,

 

P

十

匀=
Y
,

 

K

丨K
I

1
=

I

、

,

丨
な
る
汸
程
式
組
織
に
お
い
て
、
.第
‘一
、
第『

ー.ー
丨
^-
五
式
か
ら
0
カ

¥
を
消 

由
す

れ

ば
、

-

1
=

 —

<?
十 

b
ri
r

そ
 

p

i

+

I

 

” 

is。

+
tt
>
l
p
+
.
i
9
2
p
-
1
+

免
3̂

+
泛 2

E
:
—

I
C
-
1
=
I

を
得
る
。

こ
：の
.三

式

は

趣

論

上

ば

何

れ

も1.

次
式
で
.同

r

の
，事
柄
を
示
し 

:
-

て
い
る
。
.
⑶

の
.第

;方
程
式
を
他
の
方
程
式
と
結
合
す
れ
ば
、

. 

2
1

4
1

a
。

十
-

^

^

!十(

?>+
^

l
-

)
p

 
十 

§
-

1
+
裔

1 

十
ま2 
十

M H
I
 

”
 纪 3.

.

と

な

る

:0
わ
れ
わ
れ
林
好
?-
1
瓦
に
つ
い
て
の
係
數
を
(9
)

办
«

1

方
淄
式
か 

ら
得
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
(1
0
)式
か
ら
得
る
こ
と
も
で
#

る
。

こ
の
場
4
<1 

;:統

計
資
料
が
ら
得
た
傲
敷
は
何
れ
の
方
程
式
の
係
數
で
あ
る
か
判
然
と
し



HI

田
學

脅

雜

誌

第

四

十

七

卷

第

I

號

—
:

.な
い
。
こ
の
と
き.に
はidentificatioii 
.を
行
ぅ
こ
と
は
で
き
な
い
の 

で
あ
る
。linear eqraation s

y
s
t
e
m

の
中
の一

力
码
式
がiden

丨 

t

sia
b
l
e

で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
の
力
程
式
を
他
の
線
地
力
程
式
か
ら
 ̂

く
と
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
必
耍
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
統
HI
-
資
料
と
方 

程
式
は
一
義
的
に
對
應
す
る
。

三 

，

identification

を
行
い
得
る
も
の
と
し
て
、
次
に、M

a
x
i
m
i

 

likelihood .
m
e
t
h
o
d

に
.つ
，
い

て

の

具

體

的

な

說

明

が

與

え

ら

れ

る

o 
. 

古
典
的
な
最
小
洎
乘
法'に
：
ょ

れ

ば(8
)
式

の

、
第|
、
.■*第
二

、

第

11

一
方
程
式^: 

‘つ
い

て

は

夫

々

別

個

に

係

數

を

定

：
め

ラ

；
郞

ち

wl
、

«2
r
ム
の
南
乘
の
和. 

を
夫
々
獨
立
に.If

小
に
す
る
方
法
がaj

ら

れ

る

。

し

か

し

ち

沿

ち

の

：
間

 ̂

相
關
々
係
が
#
在
す
る
場
合
に
.は
こ
：の
方
法
で
は
不
十
分
で.あ
る

。
；
.何

と 

な
れ
ば
、''f
l
Lの
.
.i(
._と，獨
立
に
.
%
'
た
け
.を
最
小
に
す
る
'と
安
ぅ
こ
と
■は
、
书 

規
則
變
動
値
の
和
令
最
小
に
す
る
こ
と'Kな
ら
な
い
•か
ら
で
あ
る
.。
.一
般
.：
 

.に

.‘は

.
;
.
、
'

:
 

:
.

E
wnoE

^

ギ E

餐
 3 

2
=

 

夢

E

そ

皆

系

.

■

E
W

J

 

H

e

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る0
古
典
的
な
最
小
茴
乘
法
を
適
用
す
る
際
に.は
、

..

な
る
假
淀
が
存
在
ず
る
の
で.あ
る
0
.こ
の
場
合
に
は
：

.の

.
だ̂
け
が
^
名
か
ら
仿
式
で
行
ウ
た
斷
に
對
軟
變
換
を
す
る
際
ぬ
«2
 ̂

を
分
離
で
き
る
し、
-
^
^
H
Q

と
.1お
く
こ
と
■が
で
き
る
。
し̂
し
ー
.殷
に
_

,

、
 

.

.

.九

四

C

九

四)

は
こ
の
前
提
は
必
ら
ず
し
も
成
立
せ
ず
、
例
え
ば
i

函
數
に
影
響
を
與 

え
る
詻
要
闪
は
投
资
函
數
に
も
影
響
を
與
え
る
。,

ク
ラ
ィ
シ
.は
こ
こ
で
更
に
平
易
な
例
を
擧
げ
る>
需
耍
、
供
給
量
を
夫 

:
々
0

8
と
し
償
格
を
；1,と
す
る
0

'

:

P
U
R
D+
ぎ 

s
=xo
p—

1
+c2
,
d
=
.
s 

-

な
る
連
立
.方
瑕
式
組
織
が
成
立
し
た
と
す
る
。
こ
の
樣
な
例
は
農
產
物
市 

場
に
お
い
て
は
腹
々
見
受
け
る
と

こ
ろ
.で
.あ
る
。
' か
か
る
場
合
需
耍
函
數 

に
'お
か
て
は
憤
格
は
從
屬
變
數
で
あ
り
、供
給
函
數
に
お
い
て
は供
給
ft 

.
'
.
が
從
磁
變
數
.と
な

る

。

從

，
つ

て

何

れ

の

方

向

'に

對

し

て

最

小

自

乘

法

を

適 

:

用
す
べ
き
か
が
明
ら
れ
に
な
る。

：
.-'
..
:

.
■

-■
'

こ
の
方
法
は
經
濟
龃
織
を
表
現
す
る
凡
て
の
.迎
立
苏
程
式
：を
齊
ー
次
に 

解
こ
：ぅ‘と
す
る
も
.の
で
非
常
に
理
論
的
で
あ
る
が
、
屢
々
著
し
く
手
間
の
. 

.か

.力
：る
も
め
と..な
^

0
.
;
と
め
.紙
點
を
¥
.
3た
め
.に
.li

m
i
t
e
d
,
i
n
f
o
r
m

丨 

a
t
i
o
n

 

m
e
t
h
o
d

 

.が
用
.い
ら
れ
る
o
:こ
れ
は
あ
-る
ー
.組
の
»
造
方
程
式 

の

.^
:Q

1

部

だ

け
-^
實
際
'に
使
用
す
る
方
法

」

で
あ
る
？
金
組
織
に
つ
い
て 

の
兔
諷
が
得
ら
れ
な
い.場
令
に
は
、
' こ
の
方
法
は
非
常
に
有
用
な
も
の
と 

な
る
0.
と)J

ろ
で
、.：以
上
の
何
れ
か
の
方
法
で
、'バ
ラ
メ
ー
タ
ー
0
の 

値

を

ゲ

とe
s
t
i
l
^
a
t
e

し
.た
と
す
る
。
そ
の
'と
き
の
推
測
値
の
信
賴
度 

.は
i

"

E

c

e

r

;

が
ら
求
め
る
；こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば 

.

y
i
"

-̂
十 

R
1
N十

,?
'

な
る
式
に
：お
い
て«0
«1
の
推
測
値
を
夫
々
が
と
す
れ
ば
、

. 

>
1、

丨 H
C
R
i
、 l

a
l
)
2
=

E
«
、 r

E
a
l
2 

.

Tn.-

卜、2
1
a
L
K

(
^
l
s
a

《—

z
j
>

〕

.

• 

.〔

S

(
Z

1

1S
J

I

>

〕

2
.

と
な
る
。“
の
擦
準
偏
差
を
ぴ
と
す
れ
ば、..
：

.'

■:

E

o

x

f

^

+

M

C

Z

I

Its
J

I

^

•

•

•
え

"

■ 

を
.得
る
。
特
に
小
隠
本
の.場
合
は
，t
分
布
を
使
用
す
る
。

こ
の
樣
に
第
三
#
で
種
々
の
i

法
の
理
論
的
基
礎
が'與

え

.
ら

れ

た
 

後
、
第
四
章
で
贊
際
の
計
算
法
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
：で
行
列
式
の
導
入
が

. 

必
耍
>
!さ
れ
、Ma

x
i
n
r
o
m

 likelihood m
e
t
h
o
d

に
ょ
る
計
算
法
が 

い
か
に
多
く
の
勞
カ
を
要
す
る
か
が
具
體
的
に
7K
さ
れ
.る
。
.
第

五

章

で

は 

部
分
的
解
析
の
方
法
で
ご
こ
で

d
i
s
a
g
g
r
e
g
a
t
i
o
n

の
方
法
が
論
ぜ
ら. 

れ
て
、'
•，る
が

、

單

1

產
業
に
お
：け
る
ク

V

ス
，
セ
ク
ゾ
ョ
ン
の
資
料
を
個
. 

々
の
企
樂
に
分
解
す
る
と
一

K

ぅ
程
度
の
も
の
で
具
體
划
な
方
法
が
示
さ
れ:' 

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
：こ
こ
で
は
微
視
的
理
論
と
統
計
的
方
法
と
の
結

.•

. 

合
が
論
ぜ
ら
れ
%

實
際
に
例
と
-1
.
,て
擧
げ
ら
れ
て
い'る
の
は
ー
人
當
り.
：
. 

食
料
の
需
要
函
數
ヘ
實
質
國
民
所
得
と
食
料
の
相
對
價
格
の
®
數
と
し
て 

の)

、
.ク
ロ
ス•

セ
.ク
シ
a
ン
fc
;
お
け
る
貯
蓄
函
數
、

:

鐵
道
欠
お
け
る
實
例 

等
で
、
m
一
 
著
は
ク
ラ
ィ
ジ
自#
が
嘗
て
發
表
-し
た
も
-の
で
あ
る
。
.
•

V

.

.

四
^

こ
こ
‘

で
特
に
興
味
を
m
く
論
題
は
時
系
列
に
お
け
る
資
料
と.ク
.ロ
ス
.
. 

セ
ク
シ
ョ
.ン
に
お
け
谷
資
料
と
の
相
亙
關
係
で
あ
る
ァ
ク
ロ

 X

セ
.
ク
シ 

ョ
ゾ
の
齊
料
'に
お
い
て
.は
？
價
格
そ
め
他9
市

場

的

變

數

は

^

疋
办
値
ゼ 

と

る

。.こ
こ

で

行'わ
れ

る

計

箅

は

各

人

相

互

間

.の

變

化

を

示

す

係

數

で

あ

' 

る
。
こ
れ
等
の
推
測
値
を
時
滿
列
に
お
け
る
禪
造
方
程
式
に
代
入
し
て
、

. 

價
格
な
る
變
數
の
係
數
を
求
め
る.の
で
あ
る
。
需
要
潢
を
气
貨
幣
所
得

-

‘

.

ク
，ラ
イ
ンf

肝
最
經
濟
舉
槪
論」

，

. 

，

を
夂
出
の
價
格
を
!^
、

一
 

股

^

^

を>
pと
す
る
。t

t
Q

な
る
時
點
の

•■ク
.
口
ス
，
セ
ク
シ
ョ
ゾ
サ
ム
ブ
ル
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

P

 

艺
 
S

S=

a
o 十 al

2
/
s
v
:
…

.

.

.
S 

■

な
る
式
'を
得
る
。.又
、
需
要
函
數
が.

-

,
ぎ

=

<?
十
-
^
^
-十

l

r

+

f

:
…

哀

'

な
る
形
を
と
る
と
假
定
す
る
。
こ
の.式
の
兩
邊
に
ら
を
乘
ず
れ
ば
、

p
s
c
s
l
a
o
p
N
i
f
l
^
J
f
+
o
^
^
+
^
J
i

…

..

…

倉

と
な
り
、(1

1

)

式
と

03
)

文
を
對
比
し
て
作"
5
5
°

に
お
い
て
は
凡
.て
の
價
格
を 

へ
：常
數
と
看
做
す
こ
と
が
で.き
る
か
ら
、
 

-
.
.

•;
a
o
u
e
s
c+
-

(

a
o
p
i
+
a
2
p
s

)

r

ft
l
=
®
s
1
;
3

を
得
る
0
か
く
し
て 

所
得
に
對
す
る
係
數
を
求
め
る
こ
と
は
で
ぎ
る
が
、
價
格
に
罾
す
る
係
數 

は
求
め
ら
れ
な
い
。
«0
«2
は
こ
れ
だ
け
で
は
決
定
で.き
な
い
。
時
系
列
の 

:
既
測
値
か
ら
總
支
出
の
水
準
を
推
測
す
る
に
際
し
て
は
、
所
得
分
相
の
性 

.

質
に
關
す
る
知S

附
刺
し
て
、
な
、I、

I
.

の
間
に
非
線
型
的
關
係
が 

あ
る
も
の
と
：さ
れ
る
。y
W

H

t

に
關
し
て
は
、•

M

u

l

^

r

M
dk
-l
- 

ン
：

な
.る
囘
歸
が
«0
と
«2
を
推
測
す
る
た
め
に
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
實
際
に 

■

は
次
の
機
な
困
難
が
起
る
？
第
一
に
、
:各
個
人
ば
そ
の.支
出
を
‘決
定
す
る 

に
當
つ
て
、
所
衝
、
價
裕
及
び
政
府
の.政
策
を
考
慮
す
る
。
所
得
は
各
個
：
 

'

人
間
で
も
異
な
る
し
、
時
と
共
に
變
化
す
る
。
各
個
人
は
自
己
の
所
得
を 

:
•
:決
定
す
：る
：こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
從
つ
て
谷
個
人
の
.變
ロ
所
得
は
外
生
變
數 

で
あ
る
。
M
格
も
亦
個
人
に
對
し
て
は
所
與
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
社
#
全 

體
の
致
を
取
扱
ぅ
際
に
は
內
生
變
數
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
箜
ー
に
個

、

, 

九

五

、
.
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九
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•

人
の
.場
俞
に
队
、
咩
齡
や
牲
が
値
格
や
租
税
政
策
と
同
樣
に
：支
出
に
影
響 

を
與
え
る
が
、
こ
れ
は.

n
o
n
d
e
c
i
s
i
o
n

一a
r
i
a
b
i
e

で
あ
る
。
第
三
に
、 

消
費
者
吏
出
の
總
計
や
坐
產
者
の
供
給
の
總
計
は
價
格
や
、
.純
粹
の
外
生 

變
數
を
含
む
市
場
の
取
引
に
關
連
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
等
の
方
程
式 

は
特
定
の
個
人
の
行
爲
と
は
關
保
がが
い
0
第
四
に
時
間
に
關
連
し
た
外 

生
變
數
を
決
婼
す
べ
き
機
構
の
力
稲
式
群
が
あ
る
。
計
量
經
濟
學
者
は
通 

例
こ
れ
等
の
力
程
式
に
關
心
を
有
し
て
い
ず
、
こ
九
等
の
方
程
式
を
缺
い 

た
、
外
生
變
數
の
衝
變
け
を
推
測̂
よ
ぅ
と
す
る
。
第
六
章
に
お
い
て 

は
經
濟
理
論
と
計
最
經
濟
學
の
關
係
が
說
か
れ
る
。
：純
粹
理
論
に
：お
い
て 

ば
、
先
驗
的
'に
例
え
ば
労
等
财
を
除
い
て
は
、
.需
要
の
彈
カ
性
は
負
で
あ
、
 

る
と
推
論
さ
れ
る
。
需
要
の
彈
カ
性
が
マ
ィ
ナ
ス
-
,〇
で
も
マ
.ィ
ナ
ネ 

三
：

•
m

で
も
純
粹
理
論
に.お
い
て
は
大
し
た
間
題
で
は.な
い
。
經
濟
灘
論.
 

で
使
用
さ
れ
る
諸
關
係
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
一
層
明
確
な
限
界
を
與
え
る 

仕
珙
は
計
最
經
濟
學
の
任
務
で
あ
る
。
例
え
ば
靜
態
的
な
限
界
投
資
性
向

■
 

が
〇
•
八
四
：で
そ
の
標
準
課
差
は
〇

•

〇
八
と
运
ぅ
如
く
で
あ
る
。
.
一
層 

大
き
い
擦
本
を
使
用
す
れ
ば
誤
差
の
範
圍
は
縮
少
さ
れ
、
桡
資
の
態
樣
に

_
 

.っ
い
て
一
層
有
用
な
經
驗
的
內
容
を
與
え
み
こ
.と
が
で
き
る
。
理
論
經
濟 

學
は
杣
象
的
な
模
型
に
お
い
て
例
え
ば
限
界
生
產
力
の
理
論
を
導
出
す
：
 

.る

..。

.
if
l
ia
經
濟
學
は
、..■
か

.

か
る
理
論
：̂
現
實
に
.妥
當
す
る
か
否
か
：を
檢
定 

，す
る
と
同
時
に
理
論
經
濟
學
の
.冲
で
捨
象
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
他
の

® 

性
を
も
見
出
す
办
で
あ
る
。
計
量
經
濟
學
的
方
法
の
經
濟
理
論
卫
の
構
造 

方
程
式へ：.

の
適
用
.は
、
'あ
る
特
定
：の0ハ
ラ
メ
：|
タ
ー
の
値
の
決
定
の
み
に 

Jh
ま
る
も
の
で
.は
が
.い
。
そ
の
函
數
の
曲
率
の
測
定
も
亦
重
要
な
課
題
と

九

六

ハ
九

六)

な
る
。
景
氣
循
環
の
固
有
の
型
が
い
：か
な
る
振
動
型
を
1ボ
す
か
と
1:<ぅ
間 

題
も
亦
計
最
經
濟
學
の
領
域
內
の
問
題
と
な
る
。
常
數
係
數
の
線
型
定
差 

方
程
式
の
解
は
景
氣
循
環
の
週
期
、
振
幅
、
安
定
拽
を
示
す
資
料
と
な
る 

か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
ク
ラ
イ
ン
は
定
差
方
程
式
の
解
法
を
示
し
て
い

..る 

0.
一

-
 

•

'
.,
.五
‘
;•
:
.

.

;

:第
六
章
第
二
節
は.

p
s
d
i
d
t
i
o
.
n

の
問
題
で
あ
る
。
，卽
ち
、
將
來
に
お 

け
る
推
測
値
が
ど
の
範
圍
に
あ
る
か
を
決
定
す
る
方
法
で
あ
V
、
こ
の
最 

も
簡
單
な
も
の
は.外
揷
法
で
あ
る
。
多
く
の
人
々
は
單
一
.の
豫
測
値
を
求 

め
た
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
統
計
學
的
に
は
豫
測
値
を
左
右
す
べ
き
要
因 

と
し
て
次
の
諸
要
素
を
考
え
る
：べ
き
で
あ
る
。
.
㈠
パ
ラ
メ 

I
タ
ー
の
推
測 

値
と
眞
實
値
の
間
の
偏
差
、㈡
實
驗
期
間
と
豫
測
期
間
と
の
間
に
傅
造
變 

化
が
起
ら
な
い
と
す
る
假
定
の
充
さ
れ
る
程
度
、

S
T

十
^
期
に
お
け
る 

先
決
變
數
の
推
定
値
と
眞
實
値
の
偏
差
。
㈣
攪
亂
要
素
の
そ
の
平
均
値
か 

ら
の
偏
差
。
第1

と
第
：四
の
要
素
は
信
賴
限
界
の
計
算
の
際
に
考
慮
さ
れ 

る
。
箜
一
の
要
素
は
も
し
！
^

で
あ
る
と
す
れ
ば
豫
測
に
際
し
て
考
慮
に 

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。.結
局
最
も
處
理
し
難
い
要
索
は
第
三
.の
點
で 

あ
る
。
財
政
支
出
の
如
き
外
生
變
數
に

：

つ
い
.て
は
か
な
り
芷
確
な
知
識
を... 

得
ら
れ
る
が
、
天
候
の
樣
な
敷
因
に
つ
い
て
は
容
晶
に
芷
確
な
知
識
を
得 

る
.こ
と
が
で
き
な
い
。.そ

れ

等

'
を

決

定

ず

る

要

因

は

見

出

し

難

い

の

で

あ 

■る
。
M
に
內
生
變
數
で
あ
る
が
ラ
グ
を
伴
ぅ
た
め'に
先
決
變
數
と
な
る%- 

の
が
あ
る
。
こ
れ
等
の
變
數
に
づ
ぃ
て
の
豫
備
的
報
告
が
疋
確
で
な
ぃ
た

め
ヒ
誤
羞
を
伴
ぅ
こ
と
も
あ
り
得
る
。

.

.

.

.

.

.

.
-
泠
けSZ

N
-
H
y
r

 

.

.

な
る
.實
驗
式
が
あ
つ
て、
.
A
I
B
.
の
期
間
を
實
驗
と
す
る
。
これょ 

>
'■'
'
:

「

り
：

T
y
l

飢
の
2
:の
値
^
片
證
す
る
.料
の
値
を
推
測
す
る
。
：
ゅ
の®

- ;
•■
々
箣
圍
を
笼
ず;%
の
が
第
：

)

ー
11
|

で

あ

ク

て

實

^

1

调
と
雖
も
誤
差
を
含
む
ン'
.

,:-
::
.':
'
'

」

4'
の

で

あ

る

。
，
^

^
に
對
す
る
誤
差
め
龅
圍
玄
な
す
も
の
が
上
限
と
下
;;

限
の
曲
線
で
あ
り
、.こ
の
ニ
！^

に
狹
ま
.れ
だ
區
間
を£+
0
1玲
§

0

(1
>

5-
:
-
.
.
:

.■■
' t

e
r
v
a
l
l
K
j
。
. ？

こ
れ
は
通
常
の
標
本
理
論
で
信
續
琚
と
類
似

：.ぐ 

の
掘
念
で
あ
り
、
誤
差
の
何
倍
を
と
る
か
に
'
ょ
.
つ
て
;̂

■の
.廣

ざ

が

異

な

_

.

る
"
觀
測
値
の
そ
办
間
に
入
る
確1
-を
95
^
に
と
る
だ
め
.に
は
、
：
サ
：_ん
70 

.ル
の
數
が
ニ
〇
個
の
場
合
に
は̂

T

+

Rto
い

の

へ

幅

を

と

れ

ば

ょ

.

:

鐵
遒
に
お
け
る
藤^ .
-
:
.燃
料
^

^

、
：資
本
の
利̂

^

に
つ
い
て
，
'.
. 

:-
:
:パ
ぱ
、

「

豫
測
値
免
現
！̂

の
間
に
ば
が
な
り0 .

狻
货
が
見
ら
れ
洛
。

〔

ス
'
ノ
.べ
.：.
へ
：ノ 

ぐ
..
'

ハ
；
'.
第
七
！̂

は
先
•つ
觀
に
關
す
各
確
率
論
が
論
ぜ
食
る
。

■.
..
■通
常
：
'

の
戈
方
向
へ
0
謹

を

1̂

^

す
石
方
法
と
、¥
の
为
向
へ
0
誤

差

を

最
::
-:
八 

ニ
，：.小
に
：す
^

方
间
と
外
か
れ
る
べ
き
囘
顏
へ'の
酸
線
の
自
乘
の
和̂

^

；

ハ
:■
:
,、
に
す
石
方
泼
と
が
あ
る
。：：
第
三
め
方
法
ば
X

Y
の1

ー
方
苘
：|へ
0
凝
差
：に
相
：
.

:

._

的
に
等
し
い®
要
®

持
た
せ
|

€»

#
あ
る
°-
:
:通
常
，の
最
水
自
漱
法\.

.

.

.

.
で
は
、
 

V 

.

E
cts
s)=

a

+
.XCJ
E
O
C

)

e
q
y 

=
^

+:
2
a
i
9
E
O

)

+
^

〔

E(

a
o
r
E
C
a
2

〕

+
e

(

5
2 

I
S
O
^
Y
a
E
c
a
o
+
^
E
c
a
o
r
M
c
a
d
+
E
s
e

)

.

.
但
し
技
=

4

+

5ぐ
切
儿+

e

に
し
てd

e

は
夫
々
不
規
則
變
励
で
あ
る
。

.
ク
ラ
イソ

T

針
景
經
濟
學
槪
論J 

.

こ

れ

等

の

式

が

同

時

に

成

立

す

一

る

，
た

め

.
に
，
は
/
0

と
d

の
間
に
相
關
々
係
が 

な
く
、
且

つ
M
ce.
f

か
E

S

Yに
し
て
ん
が
旣
知
數
な
る
こ
と
を
耍
す

る
'°
( .

.
- .

\

'

. 

V
. •

'
次
£
加
重
し
た
闾
歸
線.の
問
題
が
論
ぜ
ち
れ
る
。'不
規
則
變
動
W
の 

v
a

r
i

a
n

c
e

が
8

H

a

+T S
)

N J

十
矣
と
お

い
た
と
き
の
凡
て
の
名
の
値
に
關 

係
な
；く I

定
で
.あ
1
->
す
れ
ば
、
'わ
れ
わ
れ
は

b
i

a
s

を
避
け
る
と 
一

K

ぅ 

.目

的

の

た

め

に

：
の
.

み
加
重
を
行
ぅ̂

と
^
な
.る
。
：
そ
の
結
果
は
、

.
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で

與

え

ら

れ

る

。

比

較

的

高
！
-

の
L

が
行
は
れ
た
個
人
に
は
低
い- 

ゥ
ェ
ィ
ト
が
與
え
ら
れ
る
。05
や
0
の
平
均
値
も
亦
加
重
平
均
に
な
る
。 

.
0
.のi

誤
差
は

S
u

M
$

s

l

.

f

i
I
F

•
臂

1
T

 

登

？

山)

”

，

T

M
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; 

. 

■

と
な
る
。
踅
相
關
の

：

場

合

に

も

墨
O'
推
論
を
す
^;
て
と
#
で
き
免
.
ぃ
 

最

後

に

翼

の

單

位

隱
■̂
傾

か

ぐ

^

た

場

合

に

鞀

る

效

果

を

考

克 

る
。
四
半
期
の
資
料'安
七
^
は
年
間
の
資
料
を
ど
る
よ
か
も
多
く
の
標
本 

が

得

ら

れ

る

こ

と

被

確

か

で

あ

る

が

、

：.
-
四

倍

の

歡

の

自

由

度

が

得

ら

れ

る 

.

と
は
限
ら
な
い
'0
四
半
期
又
は
月
別0
資

料

を

使

ぅ

際

化

は

、

ラ

〜

^
©'
： 

い
た
變
數
の
間
に
 

一_ 

.
餍
大
き
な
ち
グ
：と.よ
-.
0
多
く
の
パ
ラ
メ1
f

を
置 

く
必
要
が
起
谷
。㈡
第
r

E
季
節
變
動
を
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。'
 

(^serial c
o
r
r
e
l
a
e
i
o
y
o
f

 d!s

'?r
;
b
a
n
c
e
^

考
慮
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。
.例
え
ば
.
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